
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

01 講演会のご案内 

02 四国学会のご案内 

03 言語聴覚の日イベントについてのご案内 

04 治療紹介：ｒＴＭＳについて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平平成成3300年年度度香香川川県県言言語語聴聴覚覚士士会会講講演演会会  

 

皆様におかれましてはますますご清祥のことと存じます。 

さて、この度、当県士会では、精力的に県士会活動をなされている森淳一先生をお迎えし、 

下記のとおり講演会を開催することとなりました。 

 

近年、失語症支援事業や地域ケア関連の事業など地域での活動に、病院に勤務しているST 

が参加しなければならならいことが増えてきている状況の中、活動内容や方法をより具体的 

にすることを目的に企画しております。 

 

ご多忙のことと存じますが、皆様の今後の業務にもお役立ちいただけることと思いますので、 

是非ご出席くださいますようお願い申し上げます。  

 

記  

 

開催日時：平成30年11月11日（日） 9:30～12:30（9:00～受付開始）  

会 場：回生病院 講堂  

※駐車券は受付で無料化します。ご持参ください。  

講 師：森 淳一先生（大分リハビリテーション病院）  

地域包括の制度的な話だけではなくて、それを踏まえた取り組みや臨床的な話をして頂け 

ます！ 

演 題：（仮）地域包括ケア時代にSTに求められるリハ的視点  

参 加 費；県士会員：無料 県士会以外：2,000円  

懇 親 会：11月10日（土）19:00～  

回遊 香川県綾歌郡宇多津町浜一番丁6-21 電話0877-49-3780  

会費 6,000円  

 

＜参加申し込み＞  

申込期限は過ぎましたが、講演に関して当日参加は可能です。 

 ぜひご参加ください。 

 

＊当講演会は日本言語聴覚士協会生涯学習プログラム対象です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 四国言語聴覚学会は高知県、愛媛県、香川県、徳島県の順に各県士会が企画しており、次年 

 度は第 15 回大会で香川県が担当となっております。香川県での開催は 4 度目となり、第 11 

 回の香川大会と同じく、高松国分寺ホールで平成 31 年 7 月 28 日（日）に予定しております。 

  

 それに向けて、今年 6 月の総会で東讃・高松・中讃・西讃の各ブロックと県士会事務局から 

 四国学会実行委員を選出し、実行委員会を結成しました。現在は 30 名近い県士会員の先生方 

 が実行委員となり、定期的に集まりながら準備を進めています。 

 

 これまでの四国学会に負けないような魅力的な学会になるように、特別講演や専門講座、一般 

 演題やその他の企画などについて実行委員一丸となって考えていきますので、当日はぜひ 

ご参加、ご発表ください。 

 

また、県士会員の皆様におきましては、学会当日の運営において何かとご協力いただきたいと 

思いますので、併せてよろしくお願いいたします。 

国分寺市役所前
交差点 

国分寺総合ｾﾝﾀｰ 

国分寺図書館 
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日本言語聴覚士協会は、言語聴覚障害や摂食・嚥下障害ならびに言語聴覚士について広く 

知っていただくことを目的に、言語聴覚士法が施行された 9 月 1 日を『言語聴覚の日』と 

し、その前後 1 週間を『言語聴覚週間』として集中的な広報活動を行う期間としています。 

 

例年まで県士会としては香川県主催の『かがわ介護フェア』に参加しておりましたが、今回 

より県士会単独でイベントを行う運びとなりました。そして、イオン綾川店さんのご厚意に 

より下記の日程で一般の方向けにイベントを行います。 

 

今回も 9 月より東讃・高松を中心に 10 名の県士会の先生方と実行委員会となり、期間の 

限られた中、打ち合わせを行い準備に向けて進めています。当日は担当の先生以外の方も 

お越し頂ければと思います。一緒に県士会を盛り上げていきましょう。                                                                                                                                         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、失語症や麻痺症状に対する反復性経頭蓋磁気刺激治療（repetitive transcranial  

magnetic stimulation；rTMS）の有用性が報告されている。ｒＴＭＳとは、頭部に設置 

したコイルに電流を流すことにより、強力な磁場を発生させ、脳内の神経細胞を刺激する 

方法である。刺激方法として、1 秒間に 1 発以下で刺激する低頻度刺激と 1 秒間で 5 発 

以上刺激する高頻度刺激に分けられ、低頻度刺激は脳の神経活動を抑制し、高頻度刺激では 

神経活動を亢進する効果がある。当院においても平成 25 年よりｒＴＭＳ治療を導入しており、 

失語症領域では、呼称や書字など表出面での改善が、嚥下障害領域では、嚥下反射の惹起速度 

の向上や咽頭クリアランスの改善が認められており、ｒＴＭＳと言語聴覚療法の併用は有益 

な治療方法だと考えている。今後もｒＴＭＳ治療の研究や積極的な臨床応用が一層進み、 

ニューロリハビリテーションの更なる発展が期待される。 

 

                                    



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

広報誌を作成するにあたり、様々なページの作成を考えていきます。このような症

例について悩んでいる、当院・施設を紹介して欲しい、このような特集を組んで欲し

いなどのご意見がありましたら、お気軽に事務局の広報部宛までお問い合わせ頂けれ

ばと思います。 

 

不慣れながら今後も（一社）香川県言語聴覚士会を盛り上げていければと思ってお

りますので、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 平成も最後の年末が近づく中、広報誌もついに 2 回目

の発行となりました。今年もまたたくさんの有名人の

方々が旅立たれ、5 月にはあの西城秀樹さんが亡くなら

れ深い悲しみに包まれました。しかし、そんな中医学会

の中では明るいニュースもあり、オプジーボが、今年の

ノーベル医学生理学賞を受賞することになりました。ち

なみに広報誌の中では、今回は県内初となる rTMS を

行っている病院の紹介もさせて頂きました。少しでも

日々の臨床に役立てればと思います。季節も変わり朝晩

が冷え込みますが、会員の皆様体調管理には十分気をつ

けて日々の業務に励んでいただければと思います。 

（広報部 川野雅英） 
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